
ユニ・チャームの高原でございます。

本日はご多忙のおり、ユニ・チャーム株式会社 2021年12月期 第2四半期決算
Webカンファレンスにご参加を賜りまして、誠にありがとうございます。

早速ですが、お手元の資料の2ページをご覧ください。
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まず、この第2四半期の決算概要でございます。
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資料3ページをご覧ください。

こちらが2021年12月期第2四半期決算の総括でございます。
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資料の４Pをご覧下さい。

連結決算のハイライトでございます。

2021年12月期第2四半期決算の業績につきましては、

売上高は、3,770億円、5.7％増収、コア営業利益は、618億円、11.7%増益となり、
それぞれ過去最高を更新いたしました。

また、コア営業利益率は0.9P改善し、16.4％となり、第2四半期累計期間としては
過去最高の利益率となりました。

これは粗利率が1.2P改善、内、原材料関連のコストが上期については0.4P改善と
大きく寄与したことによります。

税引前四半期利益と親会社の所有者に帰属する四半期利益の増益幅が大きい
理由は、前期はその他費用でインドの工場火災損失161億円が計上されたことと、

金融費用において、前期は為替差損が計上されましたが、今期は現地通貨高が
進み為替差益となり27億円改善したことが主要因となります。

連結業績予想の進捗につきましてては、表の右にありますように、売上高、コア営
業利益ともに順調に推移しており、特にコア営業利益については想定以上の進捗
で推移しています。

業績の詳細につきましては、次ページ以降でご説明いたします。
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資料の５Pをご覧下さい。

四半期別の業績推移でございます。

アジア地域では再びCOVID-19の拡大があり、また中国は足元、変異ウイルスが発

生しておりますが、そういった環境の中でも衛生関連用品というのは日常必需品と
いうこともありまして、大変安定的に推移しています。

COVID-19拡大以前の2019年と比較しても売上高、利益は安定的に成長できてお
ります。

ちなみに四半期の売上高では、2QはIFRSベースで1,949億円と過去最高の売上高
を更新しています。
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資料の6Pをご覧下さい。コア営業利益の増減でございます。

表の左の項目から説明します。販売管理費についてです。

特に『広告費』は、日本、中国、中東でそれぞれ積極的に新製品を中心に広告を
投下した結果23億円利益減となりました。

『物流費』については、特にインドネシアや中国などで増加しました。インドネシア
は、インド工場火災による供給量の減少に対する対応で輸出が増加。また、グロ
ーバル全体でのコンテナ不足もあり物流費率が悪化しました。中国は、前期の
COVID-19の影響で物流がストップしたことの反動などが主要因となり22億円利益
減となりました。

『その他』の主なものは、人件費6億円、研究開発費で3億円など、合わせて13億
円の利益減となりました。

『原材料関連』では原材料価格の単価下落で粗利益が約15億円増加となっており
ます。

『商品構成等』の部分がポイントとなりますが、高粗利商品の多い、フェミニンケア
関連商品や、ヘルスケア関連商品の売上構成比が高まり、逆に粗利率の低いベ
ビーケア関連商品の構成比が低くなったことで商品ミックスが改善されました。そ
の結果、『商品構成等』で30億円粗利益が増加しました。

『数量等』の部分で82億円増加した主な要因は、中国や日本、東南アジアなどの
増収によって数量が増加したことなどが主要因であります。

よって前期と比較し販売管理費が約62億円増加し、粗利益が約127億円増加した
ことにより65億円の営業増益となりました。
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資料の7Pをご覧下さい。

次に所在地別セグメント情報でございます。

まず日本におきましては、

売上高は1,414億円 2.8％増収、コア営業利益は290億円 9.1%増益となり、コア営
業利益率は1.2Pと改善し20.5%となりました。

前期はCOVID-19の拡大によって感染予防意識の高まりからマスクなどの衛生関
連商品の需要が急拡大し、今期はその反動で減収も想定されましたが、そんな環
境下でも、マスクが12%成長と引き続き高い成長を実現し、また大人用紙おむつの
店頭は+9%成長、ペットケアは10%を超える成長となりました。

次にアジア地域についてです。

アジア地域におきましては、

売上高は1,759億円 8.6％増収、コア営業利益は260億円、13.2%増益、コア営業
利益率は14.8％と前期と比べ0.6P改善しました。

特に中国が約8%増収と好調を継続し、なかでもフェミニンケア関連商品について
は、プレミアム商品であるショーツ型ナプキンなどが好調に推移しました。ベビーケ
ア関連商品については、引き続き日本製需要は残念ながら減退しておりますが、
逆に中国産ムーニーが好調に推移しております。
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資料の8Pをご覧下さい。

海外売上高比率のグラフです。

海外売上高比率は63.1%、その中でアジアが46.7%となります。
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資料の9Pをご覧下さい。

コア営業利益率のグラフです。

連結では、第2四半期累計期間としては過去最高の16.4%となりました。

日本が20%を超えて20.5%、アジアも14.8%、その他も11.1%と、それぞれ利益率が
改善しています。
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資料の10Pをご覧下さい。

事業別セグメント情報でございます。

パーソナルケアの増収増益については、特にアジアの方でCOVID-19の再拡大に
よるマイナスの影響はありましたが、フェミニンケア関連商品は12％増収、94億円
の増収額となりました。

ヘルスケア関連商品は8%増収で、金額は58億円増収となりました。ベビーケア関
連商品は3%増収、金額は37億円増収と順調に伸長し、中でも、フェミニンケア関

連商品が一番貢献しました。一方、クリーン＆フレッシュ関連商品は、マスクと同
様にウェットティッシュが前期の特需の反動もあり、ウェットティッシュやお掃除用品
などが2桁の減収、13%の減収となり、金額では22億円の減収で、利益も7億円減
益となりました。

ただし、ウェットティッシュの売上高は、いわゆる平常期間の2019年と比較しますと
30%増収となっていますので、決して悪くなっているわけではありません。

ペットケアの増収増益については、日本が33億円増収と、3億円の増益効果があ
りました。中でも猫の関連商品が順調に推移しております。

北米は先程、地域別で説明しましたとおり、第1四半期で輸入ができないことによ

る欠品のマイナス効果が、第2四半期になって回復し、9億円の増収、5億円の増
益となりました。

10



資料の11Pをご覧下さい。

各通貨の為替変動による影響でございます。

各通貨のレート変動によりまして、

決算レートにおける財務諸表の換算の影響は、

売上高は、対前期比で約75億円増収効果。

コア営業利益につきましては、約12億円の増益効果がありました。
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資料の12Pをご覧下さい。

ここから中長期の戦略と財務目標について、再度ご説明したいと思います。

12



資料の13Pをご覧下さい。

2030年へ向けた、各セグメントの戦略の概要でございます。

今回の第11次中期経営計画は、SDGｓに貢献することをユニ・チャームグループの
Purposeとして、「共生社会」の実現に向けた戦略を策定しています。

ユニ・チャームだからこそできる成長戦略として、赤ちゃんからお年寄りまで、ペッ
トも含めて、顧客の生活全てに長期にわたって貢献できるということによって、結
果的に共生社会をサポートするのが目的です。
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資料の14Pをご覧下さい。

2023年における目標でございます。

左上から右へご欄いただいて、まず海外の売上高比率は63%から、2023年には
65%を目標とし、特に新規参入エリア、アフリカ展開などを想定していますが、新規
エリアで10%の市場シェアを獲得していきたいと思っています。

また、中国のKey都市では大人用紙おむつのカテゴリーシェアで、市場ナンバーワ
ンになることを目標に置いています。

そして、ユニ・チャームの課題の一つでもある、現地の経営幹部によって経営する
体制、現地化を進めるにあたり、ナショナルスタッフ幹部比率は、本部長クラスで
65%をKPIとしております。ダイバーシティの観点では、女性管理職比率を連結で
30%、日本では18%ということをKPIにおいて進めていきます。

下段の左から右へご覧いただくと、デジタルを活用して排泄ケア、ヘルスケアテッ
ク、ベビーテック、フェミニンテックもありますけれども、特に世界初の最適な排泄ケ
ア提案というのを、2023年までの目標に置いています。

環境面についての使用済み紙おむつのリサイクル、そして包装材プラスチック使
用率を5%削減するという、この環境対応目標も掲げて、2023年の目標として進め
てまいります。
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資料の15Pをご覧下さい。

財務目標として2023年には売上高8,880億円、コア営業利益率で15.5%を目指して
います。

そして、さらに先の2030年には、売上高で1兆4,000億円、コア営業利益率17%の
達成を目指してまいります。

新規の中長期経営計画が始まったばかりですが、KPIをしっかり決めて、まずはこ

の中間期、順調にスタートが切れたと思っておりますので、環境は常に厳しいです
が、引き続き頑張ってまいります。
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16ページ以降は株主様に対する還元政策についてとなります。
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資料の17Pをご覧下さい。

業績に連動した配当金、自己株式の取得によりまして、今期も総還元性向50%を
計画しております。
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資料の18Pをご覧下さい。

1株当たり配当金についてですが、2021年度におきましては、第2四半期末で1株
あたり2円増配の18円、年間も同じく1株あたり2円増配、通期で年間4円増配の36
円を配当する計画です。
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資料の19Pをご覧下さい。

自己株式の取得の推移でございます。

2021年度は、2021年2月15日の取締役会で、上限取得額160億円 上限400万株
の取得を決議させていただきましたので、すでに6月末までに予定通り約160億円
の自己株式を取得しております。

今後も、安定的かつ継続的な配当と自己株式の取得を合わせて実施し、株主の
皆さまへの利益還元を重要な経営方針のひとつと考え、持続的なキャッシュ・フロ
ーの創出による企業価値の向上に努めてまいります。
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資料の20Pからは、共生社会の実現に向けた取り組みとして、具体的な20の

最重要テーマを策定いたしました。
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資料の21Pをご覧下さい。

共生社会の実現に向けて、中長期ESG目標である「Kyo-sei Life Vision 2030」を策定
し、2020年10月に発信いたしました。
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資料の22Pをご覧下さい。

今回策定した「Kyo-sei Life Vision 2030」なかでは、

2030年のありたい姿を描き、ユニ・チャームプリンシプルの下、私たち、社会、地球
、それぞれの健康を守り、支える具体的な20の最重要テーマを策定いたしました。

策定にあたっては、マネージャー以上の幹部約900名や、お取引先、株主、行政機
関、NPO、NGOなど32団体へ、アンケートを実施し『ユニ・チャームにとって特に重

要だと考える項目』を５つ選択してもらった集計結果と執行役員内でのワークショッ
プから、ステークホルダーの重要度、ユニ・チャームグループの重要度を決め、そ
こから20テーマを抽出いたしました。

この20テーマ―を具体的な戦略へ落とし込み、実行した結果を、次のページから、
事例を示しております。
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23ページをご覧ください。

これが最重要取り組みテーマの指標・目標の一覧です。
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24ページをご覧ください。

健康寿命延伸、 QOL の向上です。

自立歩行を支援する、ライフリーの歩行アシストパンツです。

具体的に、こういった内容で商品、サービスを開発しております。
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25ページをご覧ください。

アジアでも性別や性的指向等により活躍が制限されないような社会への貢献をし
てまいります。

また、生理について気兼ねなく話せる世の中を目指す#NoBagForMe、こちらも継
続して推進してまいります。

インドについても、2014年度から生理の勉強会や初潮教育を進め、累計で34万
1,000名を超える生徒さんたちに教育を実施してまいりました。

ミャンマーにおいても、2016年以来、43万7,000人を超える生徒さんたちに初潮教
育を実施してまいりました。
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26ページは国や地域の特性に合わせた新価値提案です。

こういった、高機能の先進的なフェミニンケア商品を提供していることが商品ミック
スを改善しているポイントになります。

左上がショーツ型のナプキン、右上が中国で販売している生理痛に対応する温感
機能を持った生理用品です。

左下がASEANにおいて清涼感を感じるクールタイプのナプキン。

右下が菌の発生を抑えて、臭いにも対処するようなタイプのナプキンです。

こういったものが市場の利益、売上を牽引しています。
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27ページはペットです。

独自技術でパートナー・アニマルの毎日の健康と、オーナー様の心のケアをすると
いうことですが、左下がPhysicalifeという新しいブランドです。今月から発売しており
、全身の重要な筋肉の健康をサポートすることができます。

右下、こちらも非常にスマッシュヒットの商品になっていますが、オレンジ色のパッ
ケージのAllwell。7つの機能で健康をサポートする、独自技術で吐き戻し軽減機能
を実現して、大ヒットしております。
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28ページです。

赤ちゃんと保護者の不快を解消してサポートするため、左下、中東サウジアラビア
では世界で初めてオリーブオイルを配合した肌に優しいプレミアムタイプのベビー
用紙おむつを発売しました。

右下はデングウイルスを媒介する蚊を寄せつけないレモングラスを配合したおむ
つです。こちらはマレーシアを中心に発売をしています。
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29ページです。

ユニ・チャームのベビーテックの具体的な事例となります。

ファーストアセント社に対して提携をしまして、持分法適用会社になりました。

赤ちゃんの泣き声の分析に基づいた、より適切な紙おむつの開発、おむつ替えの
タイミング等に対して生かしていこうと、いよいよこれから本格的にスタートする段
階にきています。
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次に、30ページをご覧ください。

「私たちの健康を守る・支える」のテーマの中で、ポストコロナの時代において、マ
スクの装着が今後も継続されるなか、衛生環境の向上に貢献してまいりたいと思
います。

いよいよマスクも品質がより重視される環境になってきましたので、デザイン性、
機能性、それぞれの国ごとに、特徴に合った高付加価値タイプのマスクの展開を
強化していきます。

JISの制定を受けまして、JISの取得も含めてやってまいります。
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次に、31ページです。

「社会の健康を守る・支える」、重要取り組みテーマになります。
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32ページご覧ください。

ソーシャルインクルージョンの実現に向けた商品とサービスの具体的事例となる、
顔がみえマスク、そして手ぶら登園の導入施設で、そのマスクの拡大を進めてい
きます。
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33ページは「地球の健康を守る・支える」ということで、このような重要取り組みテ
ーマで進めてまいります。具体的なKPI、定量的なKPIを決めております。
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34ページは「廃プラスチック“0”、CO₂排出“0”、自然森林破壊“0”」という主要テー
マの下に、環境課題を捉えて、目標を決めて進めてまいります。
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35ページをご覧ください。環境配慮型商品の開発、具体的な事例です。

左上、こちらも環境配慮型の資材を使って、すでに商品化して販売をしています。
オーガニックコットン配合シート、そして国際的な森林機関で管理された製品を活
用した証をFSC認証という形で確保しながら、ベビー用おしりふきを既に台湾-大中
華圏で発売しています。

35



36ページをご覧ください。グリーン電力への切り替えです。

こちらもタイ工場から始まって、ベトナム、ブラジル、九州、四国、関西の伊丹。そ
れぞれの年間使用量の電力の中で、グリーンエネルギーへの切り替えを行ってま
いります。
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37ページをご覧ください。

使用済み紙おむつの再資源化で、ゴミ処理費用の削減と環境負荷の低減を両立
させるモデルです。
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38ページご覧ください。

ユニ・チャームのリサイクルモデルの特徴は、オゾン処理をすることで、水平リサイ
クルができることです。衛生用品としてもう一度資材が活用でき、再資源化できる
のが特徴となります。
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39ページをご覧ください。

東京都でも、使用済み紙おむつを回収して実証実験を行いました。使用済み紙お
むつが正確に正しく回収できて、リサイクル工場に回せるかどうかを実証実験させ
ていただきました。
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40ページをご覧ください。

こちらは、小中学生向けに、夏休みの自由研究にも活用できるような、四つに分け
た研究ノートであります。

サイトから入ってご覧いただけますけれども、使用済み紙おむつというのは、もう“
ごみ”ではないということを、小中学生向けに説明しています。

分かりやすく、大人も当然、非常に分かりやすい内容になっていて、夏休みの宿題
のテーマに上げていただけたらなと思っております。
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41ページをご覧ください。

こちらは、全てのステークホルダーから信頼を得られるような公正で透明性の高い
企業運営を目指すということで、主要テーマを決めて、目標を決めて、納期を決め
て公表しております。
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42ページをご覧ください。

女性の活躍推進に向けた取り組みをさらに深化して強化してまいります。

ダイバーシティも着実に増えておりますし、女性の活躍支援を目指す30% Club 
Japan、また女性のエンパワーメント原則の趣旨に賛同するという宣言をしておりま
す。
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43ページ以降、終わりのページまでは外部機関からの評価、そして具体的な連携
内容をアップデートしたものを掲載させていただきました。

以上が、私からの決算説明となります。ありがとうございました。
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